い、 物凄い、 荒々 しい 悲鳴、 -唸 声が する。 

レイモンド は 戸の 方に 飛んだ。 シュザ ンヌは 泣き叫 

んで その 腕に 取り 鎚 つた。 

「いやよ …… いやよ …… 残して いって はい やよ ご 

レイモンド は 彼女 を 押し退けて 廊下へ 飛び出した。 

シ ュザ ンヌも その あとから 泣き声 を 上げつ つよろ よろ 

と 転ぶ ように 走った。 レイモンド は 梯子 を 駆け 降りて、 

大きな 客間へ 駆け込む と 同時に、 敷居 際に 釘 づけに さ 

どま 

れ たように ぴたりと 立ち 止った。 シュ ザンヌ もやつ と 

駆けつけ てきた。 すぐ 目の前に、 懐中電灯 を 持った 一 

人の 男が 突立って いた。 その 男 はさつ と 眼の くらむ よ 



うな 強い 電灯の 光 を 二人の 少女に 浴せ かけて、 長い間 

彼女た ちの 蒼白い 顔 を 眺めて いたが、 実に 悠々 と 落つ 

かみきれ 

き 払って、 帽子 を かぶり、 紙 切と 二 本の 藁く ずと を 拾 

い、 絨緞の 上に ついた 足跡 を 消して 露台に 近づき、 再 

び 少女た ちの 方 を 振り向いて 丁寧に 頭 を 下げ、 つと そ 

のま ま 姿を消した。 

ま つ さ.？ 

真 先に シュザ ンヌは 父の 寝て いる 客間に つづいた 小 

さな 書斎へ 走った。 しかし そこへ 入る か 入らない うち 

に 恐ろしい 光景が、 眼の 前に 現われた。 斜めに 差して 

いる 月の 光に 照らされて、 二人の 男が 並んで 倒れて い 

る。 彼女 は 一 方の 死骸に 取リ鎚 つて、 



とり 調べた が、 猫の 子 一 疋も 出なかった。 けれどもた 

だ 一 つ 見つけた ものが あった、 レイモンドに 撃 たれて 

曲者が 倒れた 場所で、 自動車の 運転手が かぶる たいへ 

やわら 

ん柔 かな 皮 帽子 を 拾った。 その他に は 何 一 つ 無 かつ 

た。 

よくちよ う 

翌朝 六 時に 近所の 警察署の 警部が 駆け つけて きて 

とり 調べた。 警部 は 早速 本署へ 宛て、 犯人の 皮 帽子と 

短劎ー 振 を 発見した から、 至急 強盗 〔# 「強盗」 は 底本 

では 「盗 強 匕 首領 は 捕まえる 必要が あると 報告した。 

十 時には 検事と、 判事と 判事の 書記と 三人 を 乗せた 

馬車と、 ル— アン 新聞の 若い 記者と ある 新聞の 青年 記 



前に 両親に 死に別れた 姪の レイモンド を 連れて 楽しく 

平和な 生活 をつ づけて いた。 伯爵 は 書記の ド バルと 二 

人で、 たくさんの 財産 や 地面 を 監督して いたので あつ 

た。 

判事 は 邸へ 着く とすぐ 種々 調べて 廻った。 二階の 客 

間へ 行く と 皆 はすぐ に、 客間 は 少しも 乱れて いない こ 

とに 気がついた。 そこ は 何 一 つ 手 を 触れたら しい 跡 も 

じゅ-つたん 

なかった。 左右の 壁に は 立派な 美しい 絨 氈が掛 つて 

おり、 奥の 方に は 枠 入の 見事な 絵が 四個掛 つていた。 

これ は 有名な ある 画家の 画いた 名高い 絵であって、 伯 

爵が 叔父に あたる 西班牙の 貴族 ボバド イラ 侯爵から 伝 



傍 に 立って いたんです。 もっとも ド バル は 時々 夜更 

し をす る 癖が あつたので すがね。 ド バル はたい へん 気 

が 立って いる 様子で、 小声で 「客間に 誰か 来て いる ご 

と いうじゃありません か。 なるほど 私に も 音が 聞え る- 

すぐ 床から 起きて そっと この 廊下 〔# 「廊下」 は 底本で 

は 「廓 下 匕 の 戸 を 開ける と、 その 時 あの 大広間の 境に 

なって いる 戸が さっと 開いて 一人の 男が 現われ、 そい 

つが 私に 飛びつ くや 否や、 いきなり 私の 眉間 を 殴りつ 

けたので 私 は そのまま 気絶して しまった のです。 それ 

ですから 私 は その他の こと は 何にも 知らな いのです。 

初めて 気が ついて みると ド バルが この 通り 殺されて 倒 



れ ていました ご 

「あなた は その 男 を 御存知で すか？」 

「いいえ、 少しも 見覚えが ありま せんご 

「ド バル は 人に 恨まれて いるよう な ことはありません 

ゝ o _ 

力 」 

かたき 

「ド バルです か、 仇敵です か？ いや あれ は 実に 立派 

な 人間です。 二十 年 この 方 私の 宅に いて 正直な 男で し 

た ご 

「そうすると やはり 盗む つもりで 忍び込ん だのです 

ね ご 

「そうです。 泥棒です。」 



「何も 持って いませんでした ご 

「どんな 男でした か？」 

「何しろ 懐中電灯の 光で 眼が くらんで いてよ く 分り ま 

せんで したが、 肥って 背の 高い 男の ようでした ご 

「あなたに もそう 見えました か？ お嬢さん ご と 判事 

は シュザ ンヌに 尋ねた。 

「はい …… いいえ、 あの、」 と シュザ ンヌは 考えながら 

「私に は 中背で 痩せす ぎで あつ たように 思います ご 

判事 はなお も 犯人の 逃げた 道筋に ついて、 下男た ち 

も 呼んで くわしく 調べた。 調べる 時 二 名の 新聞記者 も、 

農夫 親子 も、 邸内 〔# 「邸内」 は 底本で は 「庭 内 匕 の 人々 



判事 は 驚いて 〔# 「驚いて」 は 底本で は 「驚いた 匕 しき 

リに 考えて いたが ふと 飛び 上 つ て 叫んだ。 

お さ 

「馭者 だ！ 今朝 我々 を 乗せて きた 馭者 を 押えて こい。 

早くと り 押えて こい！」 

しかし その 馭者 はもう いなかった。 口実 をつ けて 自 

転 車 を 借りて 逃げて しまった あとだった。 警部 は その 

こと を 判事に 報告して から、 

「これが あいつの 帽子と 外套です ご 

「帽子 を かぶらずに 出掛けた のか。 」 

「懐中から 黄色い 皮の 帽子 を 出して 被って いったそう 

です ご 



「イジ ド— ル • ボ— ト ルレです ご 

「職業 は？」 

「ジ ヤンソン 中学校 の 生徒です ご 

判事 は 驚いた ように 眼 を 円く して、 

「何、 何 だって？ 中学校の 生徒 …… 」 

「ジ ヤンソン 中学です。 ポンプ 街 〔# 「ポンプ 街」 は 底 

本で は 「ポンプ 街 匕 の …… 」 

L こわ 

「おいこら、 馬鹿な こと をい うな！ そんな 戯けた こと 

をい つ て もしょうが ないじ やない かご 

「です が 判事さん、 本当な のです。 あ、 この 髯で すね _ 

御 安心 下さい、 これ はっけ 髯 なのです ご 



と、 いいながら ボ— トル レは 鼻下に つけて いた 髯を 

とって 捨てる と、 その 顔 はいつ そう 若く いっそう 薔薇 

色 をして い て 紛れ もな く 中学生 の 顔に な つ た。 

「ねえ、 これで 分った でしよう？ まだ 証明が 入ります 

か、 じ や 父から 寄越した この 手紙 を 読んで ごらんな さ 

い、 ほらね、 住所に 『ジ ヤンソン 中学校 寄宿舎 内 イジ 

ド— ル • ボ —， ^ルレ 殿』 と あるで しょうご 

判事 はこれ を 信用した のか どうか 分らない が、 相 変 

らず 難しい 顔で、 

「君 は 何し に 来たので すご 

「業 はちょう ど 学校が 休みな のです。 業 は それで こつ 



です ご 

「へえ、 君から 何 か 教えて もらえる かもし れんね え、 

はずかし いが 私に はちつ とも 分らない ご 

「それ は 判事さん、 あなたが まだ 十分 考える 時間が な 

いからで すよ。 僕 はこうして あなたが 種々 調べた こと 

から 真相ら しい もの を 考え出 すんで すご 

「偉い！ そうする とこの 客間から 何 か 盗まれ たんです 

ゝ o _ 

力 」 

「僕 はちゃん と 知つ て います ご 

「なお 偉い！ この 家の 主人より よく 知っている。 では 

犯人の 名前 も 知っている でしよう ご 



「それ も 知っています ご 

その 場に い 合わせた 者 は 皆 吃驚した。 検事と 新聞 記 

者 は 椅子 を 進ませ、 伯爵と 二人の 令嬢 は、 ボ— ト ルレ 

の 落ちつき 払って いるのに 感心して なお も 耳 を 傾けた。 

「すると 犯人の 名前 を 知ってい るので すね ご 

「そうです。 」 

「また 隠れて いる 場所 も 知っている でしよう ね？」 

「そうです。 」 

もみて 

判事 は 揉 手 をしながら、 

「それ は 幸 だ、 で、 君 は その 驚くべき 考 を 私に 話 

して くれる でしよう ね。 - 



が 願いとう) y ざ います。 急に 先生 にお 願い する ， 」 とが 

出来ました のでお 迎えに 参りました。 芝居が 終ります 

頃に はき つ と 御帰りに なれます から ご 

博士 は その 紳士 を 連れて 劇場 を 出た が、 芝居が お 終 

いに なっても 帰って こない ので、 夫人た ちが 心配して 

警察へ 電話 を かける と、 それ は 全く 誰か 他の 者の した 

マ j とで 警察 では 知らな いこと だと 分り、 大騒ぎ になつ 

た ご 

この こと は、 次の 新聞で いよいよ 不思議な 事実と 

なって 現われた。 

朝 九 時に なって ドラ トル 博士 は 一 台の 自動車で 帰つ 



こに 何 か ある だろうと は 誰でも 考える ことで ある。 

調べた 結果、 その 考は 間違いの ない ことにな つた。 

馭者に 化け てんり 込み、 皮 帽子 をと りかえ て、 自転車 

で 逃げた 犯人 は、 自転車 を アル クの 森の 溝の 中に 捨て 

て、 サン. ニコラ 村へ 行き、 そこから 左の ような 電報 

を パリへ 打った 形跡が ある。 

A • L • N . 身体 悪し、 手術 を 要す、 名医 送れ。 

これでい よいよ はっきりと 分った。 この 電報 を 受け 

あくかん 

とった 悪漢の 仲間 は、 博士 を 早速 送った の だ。 こちら 

ま かしら 

では 火事 騒ぎ を 起させ、 その 間に 傷ついた 首領 を 救い 

出して、 これ を 近所の 宿屋へ かつぎ 込んで、 手術 を受 



r〔# 「「」 は 底本で は 脱落 u 十分 分りました。 第一 レイ 

モンド 嬢が 塀の 外の 小路で 君 を 見た という 時間に、 君 

はたし かに ブ ー ルレ 口 ー ズに おられた。 君 は 間違いな 

くジ ヤンソン 中学の 学生 で 、 し かも 優等生 である こと 

が 分りました。」 

「では 放免して 下さいます かご 

「もちろん します。 しかし 先日 話し掛けて 止めて し 

まった 話の つづき を ぜひして いただきたい。 二日 間 も 

飛び 廻った こと だから、 だいぶ 調べ は 進んだ でしよ 

う。」 

これ を 聞いた ガニ マ— ル はいかに も 馬鹿々々 しいと 



いうよう な 顔 をして、 部屋 を 出ようと した。 判事 は 手 

を 挙げて それ を 呼びと めた。 

「ガニ マ ー ル さん、 いけない いけない ここに いらつ 

しゃい。 ボ ー ト ルレ 君の 話 は 十分 聞く だけの 値が あ 

ります。 ボ— ト ルレ 君の 鋭い 頭 を 持って いる こと はな 

かな かの 評判で、 英国の 名探偵 エル ロック. シ ョルム 

ス 氏の 好い 対 手と さえい われて いるので すよ ご 

ガニ マ— ルは 苦笑い をしながら とどまった。 ボ ー ト 

ルレ は 話し 出した。 

「僕 は 調べた こと をお 話して、 知ったか振り をしょう 

と は 思いません が、 まず 盗まれた ものの ことから お 話 



「それ は どんな 方法です か？」 

伯爵 は 答えなかった。 ボ— トル レは 代って 答えた。 

「この頃、 大きい 新聞に 『名画 買い戻す』 という 広告 

が 出て います。 あれが そうです ご 

うなず 

伯爵 は 首肯いた。 またしても 少年 は 勝った。 判事 は 

ますます 感心して しま つ た。 

「君 は 実に 偉いです ね。 どうぞ 先 を 話して 下さい。 君 

は 犯人の 名前 も 知っている といわれた はずです ね ご 

「そうです。 」 

「誰が あの ド バル を 殺した のでしょう。 その 男 は どこ 

に 隠れて いるので 〔# 「ので」 は 底本で は 「での 匕 しょ 



たのです ご 

「それ を 申し上げる 前に、 少し くわしくお 話 をし ない 

と、 私が 余り 変な こと をい うように お思いになる で 

し よ う。 まず ドバ ル が 殺さ れ た の は 夜中 の 四時で ある 

のに、 ド バル は 昼間と 同じような 着物 を 着て いました _ 

伯爵 はドバ ルは 夜更し をす る 癖が あると いわれました 

が、 みんなの いうの を 聞きます と、 それと は 反対に、 

ド バル はたい へん 早く 寝る そうです。 そうし ますと 話 

が 合わないで 少しお かしくな リ ます。 それに 僕の 調べ 

たと ころに よると、 あの 名画 を 写させて くれと いった 

びと 

画家 は、 ド バルの 知り 人だった という ことです。 それ 



で いよいよ 僕はド バルが 怪しい と 思いました ご 

「すると どういう ことになります か？」 

「つまり 画家と ド バルと は 仲間でした。 それに はたし 

かな 証拠が あります。 ド バルが 手紙 を 書いた 吸取紙の 

端に 『A • L • N』 〔# 「ヒ は 底本で は 欠落 U という 字が 

あつたの を 見つけました。 電報の 名前と 同じです。 ド 

バル は 名画 を 盗みと つ た 強盗 犯人と 手紙の やり取り を 

していた のです ご 

「なるほど、 そして …… 」 判事 はもう 反対し なかった。 

「ですから、 逃げた 犯人が、 仲間で ある ド バル を 殺す 

はずはありません ご 



「そうか しら ？」 

「判事さん 思い出して 下さい。 気 を 失って いた 伯爵が 

一 番 初めに 叫んだ 言葉 は 『ド バル は 生きて いるか？』 

という ことでした。 その後 伯爵 は 『眉間 を 曲者に 殴ら 

れて気 を 失って しまった。』 といわれました。 どうし 

て 気 を 失つ た 伯爵が 、 正 気づ くと 同時に ドバ ル が 短剣 

で 刺された こと を 知つ ていたので しょうご 

そしてす ぐ また ボ —„ ^ルレ はつ づけた 〔# 「つづけた」 

は 底本で は 「け つづた」 r 

「強盗た ち を 客間へ 引き入れ たの はド バルです。 そし 

て 伯爵が 目を覚ま したので、 ド バル は 短剣 を 持って 伯 



爵に 飛びつ きました。 伯爵 はついに その 短剣 を 奪い 

とって ド バル を 刺した のです。 それと 同時に、 も 一人 

の 曲者に 眉間 を 殴られて 気 を 失った のです ご 

ルバ ン？ 生？ 死？ 

あ-つ 

判事と ガニ マ— ル はまた 顔 を 見合せ た。 

「伯爵、 この 話 は 真実で ございま しょうか 9 」 

判事 は 尋ねた。 伯爵 は 答えなかった。 

「黙って いらし つて はかえ つてい けません。 どうぞお 

話し 下さい ご 



「今のお 話し は みんな 本当です ご 伯爵 ははつ きりと 

いった。 判事 は 飛び 上って 驚いた。 

伯爵 は、 二十 年 も 自分の 家に 働いた ド バル を 賊の仲 

間 だと 知らせたくなかった。 それにもう ド バル は 殺さ 

れ ている ので それで 十分 だと 思った。 ド バル は 二 年 前 

から ある 婦人と 知り合い にな リ、 その 人に お金 を 送る 

ために 盗賊 をす るよう に 〔# 「する ように」 は 底本で は 

「す やる うに 匕 な つたと いう ことな ど を 伯爵 は 語った。 

伯爵が 室 を 出て いった あとで 判事 は 今度 は 犯人の 隠 

れ ている 宿屋の ことのつ いて 尋ねた。 ボ— ト ルレの 答 

え はまた 違って いた。 ボ ー ト ルレの 答えに よると、 犯 



人 は 宿屋な どに はいない というの である。 宿屋へ 運ん 

たぶ らか 

だよう に 見せかけ たの は 警察 を 誑す 〔# 「誑す」 は 底 

本で は 「訛す 匕 陥穽であった。 犯人 はたし かに まだ あ 

の 僧院の 中に 隠れて いる。 死にそう になって いる 病人 

を そんなに 運び出せる もので はない。 あの 火事 騒ぎ を 

やって いる 間に 医学博士 を 僧院の 中へ 案内した。 医学 

おどか 

博士が 宿屋 だとい つたの は、 犯人た ちが 博士 を 脅して、 

あのよう にい わせた の だと ボ— トル レは 語った。 

「しかし 僧院の 中 は 円柱が 五六 本 あるば かりで …… 」 

判事 は 不思議が つた。 

「そこに 潜り込んで いるので すご とボ J ^ルレ は 力 



を 込めて 叫んだ。 「判事さん、 そこ を 探さなければ、 ァ 

ルセ— ヌ • ルバン を 見つけ 出す こと は 出来ません ご 

「ァ ルセ— ヌ • ルバン！」 判事 は 飛び 上って 叫んだ。 

有名な その 一 言に 一 座 はしば らく しんとして しまつ 

た。 ァ ルセ— ヌ • ル パン！ 大 冒険家 大 盗賊 王、 眼に 見 

えぬ 彼 ルバン は 空しい 大 捜索の 幾日 間 を、 どこかの 隅 

で 傷に 苦しんで いる。 不敵の 敵 は 本当に ルバンで あろ 

うか？ 判事と ガニ マ— ル 探偵と はしば らくじつと 動か 

なかった。 

「ごらんな さいご とボ— ト ルレ はいった。 「彼らが 手 

紙 を やった 宛名の 略字に 何とあります か、 A • し • N 



すなわち ァ ルセ ー ヌの 一番 初めの 文字と、 ルバンの 名 

の 初めと 終りの 文字 をと つたので すご 

「ああ、 君 は 実に 偉い 天才です。 この 老ガニ マ— ルも 

負けました ご とガニ マ— ル はいった。 ボ— トル レは 

喜びに 顔 を 赤く して 老 探偵の 差し出した 手 を 握った。 

三人 は 露台に 出た。 そして ルバ ンが 隠れて いると いう 

みおろ 

僧院 を 見下した。 判事 は 眩く ように、 

「してみ ると あい つ は あそこに いますね ご 

「あそこに います ごと ボ ー トル レは 重々 しげに い つた- 

「銃で 撃 たれた 時から ルバ ンは あそこに いるので す。 

いかに ルバンで も あの 時 逃げ出す- J と は 出来な いこと 



ある 一 点に 止めた。 判事と 探偵 は その 一 点 を 見つめつ 

つ 胸の 慄ぇ るの を 覚えた。 ァ ルセ —ヌ. ルバン は あそ 

きょとう 

こにいる。 有名な 巨盗 ルバンが 独リ 寂しく、 かの 暗い 

地下室の 冷たい 土の 上に 死に 掛 つて 横たわって いると 

思えば、 一種 悲愴な 気持が わいて くるので あった。 

「もし 死ぬ ような ことがあったら ご と 判事が 声 を 潜 

めて いった。 

「もし 死にで もしたら、 その 時 こそ 判事さん レイモン 

ド嬢を 警戒せ ねばな りません。 なぜならば、 手下の 者 

はき つ と復譬 する でしよう から。」 

ボ— ト ルレ はしば らく 経つ と、 学校の 休暇が 今日で 



は ほぐされた。 首領 を 救わん とする 強盗 団の 計画 はわ 

ず か 二十 四時 間で 見事に 破られ、 かの 巨盗 アル セ— 

ヌ • ルバンの 逮捕 は 確実に なった。 新聞紙 はボ— トル 

レの 記事で いっぱいであった。 人々 は みんな ボ— トル 

レ に 驚き、 ど - J でで もボ ー トル レを 褒める 言葉が 交さ 

れた。 

しかも また 一方 判事の 方で は、 ボ— ト ルレが 話した 

ことより 一歩 も 先へ 進まなかった。 レイモンド 嬢が 

ボ 1„ ^ルレと 見間違えた 男の こと も、 四 枚の 名画の そ 

やみ 

の 後の 行方 も、 同じく 暗に 包まれた ままであった。 僧 

院の 中の 捜索 も 判事 は 自分自身から 毎日 出掛けて 探し 



そして ァ ルセ ー ヌ • ルバ ンは 捕縛され るであろう ご と。 

その 日ボ— トル レは 一 人で 汽車に 乗った。 毎日 毎夜 

の 勉強に くたびれて 彼 は 眠って しまった。 ル— アンの 

見える 頃に ようやく 目が 覚めた が 汽車の 中 はや はリ彼 

こし か おお 、； 

一人であった。 ふと 前の 腰掛 覆の 上に 何やら 書いた 

一枚の 紙片が ピンで 留めて あるのに 気がついた。 その 

書いて ある 字 を 読んで みると、 

わざ わ、 - 

「汝 は汝の 学業に 勉 めよ。 然らずんば 汝の 上に 災 あ 

らん ご 

「はは あなる ほど」 とボ ） ^ルレ は 両手 を 擦りながら 

叫んだ。 〔# 「。」 は 底本で は 欠落〕 「敵の 形勢 は 悪くな つ 



てきた な あ、 こんな 脅迫なん か 馬鹿らし いご 

汽車 はル— アンに 着いた。 ボ —„ ^ルレ は その 停車場 

で 新聞 を 見て、 驚きの 余り さっと 顔色 を 変えた。 

「昨夜 悪漢 数名、 ジ ェ —ブル 伯 邸に て シュザ ン ヌ嬢を 

縛り 猿轡 を 嵌めて おいて、 レイモンド 嬢 を 誘拐したり。 

邸より 五 百 米突の 間 は 血跟が 点々 と 落ち、 なお 附近に 

ちぞめ 

血 染の襟 巻が 捨てて あった。 これより 見て、 不幸な レ 

ィ モンド 嬢 は 殺害せられ たりと 信ぜら る ご 

ボ— トル レは 身体 を 二つに 折り、 頭 を 両手で 抱えて 

思いに 沈んだ。 

彼 はドィ エップから 馬車 を 雇った。 ジェ— ブル 伯爵 
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いわ いきおい 

絶壁で、 その 下に は 大きな 巌に 波が 恐ろしい 勢 で 打 

ちつけ ている。 たぶん そこへ 投げ捨て たものと 思われ 

る ご 

「そうでしょう か？」 

「そうだ。 ルバンが 死んだ ので、 この 前に 脅迫した 通 

り 令嬢 を 暗殺した。 しかしよ く 考えて みると、 どうも 

おかしい。 まだ ルバン は 生きて いるに 違いない。 ね、 

ボ— トル レ君、 いよいよ 事件 は 分ら なくなって しまつ 

た。 それに 君、 ジェ— ブル 伯爵 は、 わざわざ ロンドン 

から、 エル ロック. ショル ムス を 呼んだ。 ショル ムス 

は 来週の 火曜日から 来る ことにな つた。 ね、 君、 我々 



「分りました。 とても 素晴らしい ことが。 今 は ルバン 

の 隠れ家 ど ころではありません。 我々 が 今 ま で 気づ か 

ずに いた もっと 他の物が 失くな つて 〔# 「失くな つて」 

は 底本で は 「失くな てつ 匕 います ご 

「名画の 他に です か？」 

「さよう、 もっと 大切な 物が、 しかも 名画と 同じよう 

に 替リの 品物 をお いていき ました ご 

二人 は 礼拝堂の 前 を 通って いた。 ボ— トル レは 立ち 

止ま つ て、 

「判事さん、 あなた は それ を 知りた いんです かご 

「もちろん 知りたいです ご 



か。 そこに ある 彫像 はまた とない 実に 立派な 彫像な の 

せきこう ざ いく 

であった。 それが ただの 石膏 細工 〔# 「石膏 細工」 は 底 

本で は 「石 豪 細工 匕 に 変って しまって いた。 

「ルバンです。 実に 偉いで はありません か。 この 偉大 

な 礼拝堂 は ルバンに よって みんな 奪い 去られて しまい 

ました。 一 個 年に たくらんだ 仕事 はこれ です。 実に ル 

パン は 偉い、 何とい う 恐ろしい 天才でしょう。 そして 

この 礼拝堂の 中には 我々 の 知らない 隠れ場所が ありま 

す。 ルバン は 礼拝堂の 中で 仕事 をして いる 間に それ 

を 見つけ 出した のです。 ルバン はもし 死んで いると す 

れば、 その 隠れ場所に いるで しょうご 



「あ！」 ボ— トル レは 思わず 恐ろし さに 声 を 挙げた。 

三人 は 急いで 視 いてみ た。 実に 恐ろしい 痩せた 半ば 裸 

の 死体が 横たわって 〔# 「横たわって」 は 底本で は 「横 は 

たって 匕 いた。 溶け 掛けた 蠟 のよう な 青み がかった 腐 

れた 肉が 〔# 「肉が」 は 底本で は 「肉 か 匕、 ぼろぼろに 破 

れた 服の 間から はみ出て いる。 しかし 一番 恐ろしい の 

は その 頭で ある。 大 石に 打ちく だかれた その 頭、 ぐ 

ちゃつ と 圧しく だかれて、 目鼻 も 分らない ほど 崩れて 

しまった その 頭 …… 

ボ— トル レは 長い 梯子 を 四 飛びに 飛んで、 明るみの 

空気の 中へ 逃げ出した。 



判事 は あの 死体 は ルバンに 違いない とすつ かり 安心 

してし まった。 ボ 1„ ^ルレ は 何事 か 考え込んで しまつ 

た。 判事 宛に 二通の 手紙が 来た。 一 つ は ショル ムスが 

明日 来る という 知らせであった。 一 つ は 今朝 海岸に 美 

うか 

人の 惨死体が 浮び 上った という 知らせであった。 たい 

へん 死体 は 傷ついて いて、 とても 顔 は 見分けられな 

かった が、 右の 腕にたい へん 立派な 金の 腕輪 をつ けて 

いると いう ことだった。 レイモンド 嬢 もた しか 金の 腕 

輪 を 嵌めて いた はずだった ので その 死体 は レイモンド 

嬢に 違いない と 判事 はいった。 

ボ —， ^ルレ はまた しばらく すると 自転車 を 借りて 近 



と、 いいかけた ボ— トル レは、 ふいに その 手で 判事の 

手 を 押えて 聞き耳 を 立てた。 

「誰か 立ち聞き をして いる ご 砂利 を 踏む 音に 少年 は 

窓に 走った。 しかし 誰もい ない。 

「ねえ、 判事さん、 敵 はもう こそこそ 仕事 をして はい 

ません。 大急ぎで 申し上げましょう ご 

少年 は 紙 切 を 卓 の 上に おいて 説明 を 始めた。 ボ— 

ト ルレ はこの 間から この 紙 切に ついて 一 生 懸命 考えて 

いたのであった。 そして 少年 はやつ とその 数字が ァ- 

ェ、 ィ • ォ、 ゥ、 の 字 を 表わして いる こと を 考えつい 

た。 つまり 数字の 1 は、 最初の ァ、 を 差し、 2 は 次の 



ェを 指して いるので あった。 それ を 頼りに、 点のと こ 

ろへ、 言葉に なりそう な 字 を 入れて いった。 その 結果 

ド. モア ゼル 

少年 は、 第二 行から (令嬢) という 言葉 を 拾う こと 

が 出来た。 

「なるほど、 二人の 令嬢の こと だね」 と 判事 はいった。 

クリュ —ズ エイ ギュイ ュ 

少年 はまた その他に、 (空に) という 言葉と ( 針 ) 

と いう 言葉 を 見つけた。 

うつろ 

「空の 針、 それ は 何だろう ご と 判事が いった。 

「それ は 僕に もま だ 分りません。 しかし この 紙 切の 紙 

はずつ と 昔の ものら しいので すが、 それが 不思議で 

すご 



「あ！ なぜ 戸 を 閉め るんで す！」 とボ— トル レは 叫ん 

だ。 

「こうすれば 話が しいい という もんだ ご と 書記 は 嘲 

笑った。 万事 は 分った。 奴の 仲間、 それ は 書記だった 

の だ。 

おろ 

ボ — „ ^ルレ は よろめきながら ど つ と 腰 を 下して、 

「話せ、 何が 望みな の だ ご 

「紙 切 さ、 あれ を 渡せ。」 

「僕 は 持って いない ご 

「噓 をつ け、 俺 はちゃん と 見たん だ ご 

「それから？」 



「それから。 手前 は 少しお となし くしろ、 手前 は 俺た 

ちの 邪魔ば かリ しゃがる。 手前 は 手前の 勉強 を すれ や 

いいんだ ご 

書記に 化けた 曲者 は、 ピストル を 少年に 差し向けな 

がら 進んで きた。 

ま つ さお 

ボ— トル レは 動かなかった。 恐ろし さに 顔 は 真 蒼で 

あつたが、 しかもな お 少年 は、 この場合 どう すれば い 

いかと 考えて いた。 ピストル は 眼の 前に 迫って いる。 

ひきがね 

太い 指が 引金に 掛 つてい る。 それ を 引けば それまで だ。 

「やい！ 出さね え か、 ：•：. うぬ！ 出さね えな！」 

「これ だ ご と 少年 はいつ て、 懐から 紙 入 を 出して それ 



それと 同時に また 驚く ベ き 別の ことが 知らされた。 

まんなか 

それ はガニ マ— ル 探偵の 行方不明と、 ロンドンの 真中 

ま つ ぴるま 

で、 しかも 真昼 間に 起った 誘拐事件、 それ は 英国の 名 

探偵 ヘル ロック . ショル ムスの 誘拐事件であった。 

こうして ルバンの 残党 は、 十七 歳の 天才 少年に すべ 

て を 見破られよう とする 時、 この 少年 を 倒し、 また ル 

パンの ニ大 強敵、 ショル ムス 及び ガニマ ー ルは 見事に 

負けて しまった。 今や ルバンの 一味 は 天下に 敵な しと 

なった。 かの 大胆不敵の ルバンに 当る ことの 出来る 者 

は 天下に 一 人 も なくなつ たの だ。 



世間の 人が ボ— ト ルレ 少年の 負傷 を 心配す るの は大 

変な ものであった。 やっともう 心配 はない と 医者が 発 

表した 時には、 人々 は 大喜び をした。 

その後 傷 はたい へん 良くな つた。 少年が 判事に 話し 

ェ ィギ ユイ ュ ■ クリュ —ズ 

出そうと した (空 の 針) の 本当の こと はま もな 

く 世間に 知らされ るだろう。 エイ ギュイ ュ-ク リュ— 

ズ ！果し てこれ に は どんな 秘密が 隠されて いるので あ 

ろう。 

それ は まもなく 知れようと している。 ボ 1„ ^ルレが 

きた 

近いうちに また 来るべき こと を 新聞 は 書き立てた。 闘 

いはま さに 始められようと している。 今度 こそ 少年 は 



怨みの 復謦に 燃えて 決心が 堅い。 一 つの 新聞に 大きな 

字で 次の ような ことが 書いて あった。 

「ボ— トル レ君 は、 まだ どこに も 知られて いない 

ジ ェ —ブル 伯 邸の 事件 真相 を、 明日 我が 新聞に 発表 さ 

れる こと を 承知 せられた りご 

ノ ノン^: > sis 

ボ— トル レは 一 通の 手紙 を 受けと つた。 まだ 傷が 治つ 

たばかりで 幾分 顔色の よくない 少年の 顔 は、 その 手紙 

を 読んで いくうち にさ つ と 蒼くな つ た。 彼 はしば らく 



ように 黒い 物ず くめで、 見る からに 自然と 頭の 下る よ 

うな、 いかめし さと 重々 しさと を そなえて いた。 やが 

て その 紳士 は 口 を 開いた。 

「ボ— トル レ君、 我輩 はまず 君に、 君が 我輩の 手紙 を 

見て 気持よ く 逢って くれた ことに、 御礼 を 申し上げな 

ければ ならない ご 

「そして、 あなたが？ 」 とボ— ト ルレ はいった。 

紳士 はじつ とボ— トル レを 見ながら 静かに いった。 

「そう、 我輩です、 ァ ルセ— ヌ.ル パンです。 ボ ー ト 

ルレ 君 ご 

ァ ルセ— ヌ • ルバン！ おお 彼 巨人 アル セ— ヌ • ルバ 



「今 俺が いった 通りに 話せ！」 

「僕 は 本当の こと を そのまま 話します ご とボ — „ r ル 

レは 悪びれ もせずに 叫んだ。 「あなたに はこの 本当の 

こと をい う 誰 はばからず そのまま のこと を 高い 声で い 

こころもち 

う、 この 喜び この 心 持よ さは 分らないでしょう。 僕 

は 僕の 頭の 中で 考えた 通りの こと をい うだけ です。 新 

聞 は 僕の 書いた 通りに 発表 発表され るんで す。 そうす 

れば 世間で は ルバンが 生きて いる こと も 知ります。 ル 

パ ンが なぜ 死んだ と 思わせなければ ならない かも 分り 

ます ご 彼 は 落ちつき 払って、 「そして 僕のお 父さん は 

誘拐なん ぞ されません！」 



二人 はお 互に 鋭い 眼光で 睨み合って、 物 もい わず 油 

ちなまぐさ 

断な く 構えて、 今にも 血腥き 〔# 「血腥 き」 は 底本で は 

「血 醒き匕 ことが 起り そうに 見えた。 ああ この 恐る ベ 

き 闘争に 勝つ 者 は 誰ぞ。 

悲痛の 打撃 

ルバン はやが て 眩いた。 

「今夜、 午前 三時、 俺の 中止 命令がなければ 俺の 部下 

だま 

二 名が、 貴様の 親父の 室へ 入り、 言葉で 欺す か、 力ず 

くで やる か、 どちらに しても 親父 を さらって 連れ出し 



間違い はない と 思って いるんで すね。 何とい う 己 惚れ 

でしよう、 君が いろんな こと を 考える ように、 他の 者 

だ つ て やはり 考え をめ ぐらして いるんで すよ ご 

少年 は 今 こそ 巨盗の あらゆる 憎むべき 行 に対して、 

痛烈に 〔# 「痛烈に」 は 底本で は 「通 烈に匕 復謦の 言葉 を 

浴びせて いる。 彼 はなお、 

「ルバン 君、 僕のお 父さん は、 あんな 寂しい サボ ァ県 

なんかに はい やしな いんだよ。 聞かせて あげよう か、 

お父さん は、 二十 人ば かりの 友人に 守られて、 シェル 

ブ ー ルの 兵器庫の 役人の 家に いるんで す。 夜になる と 

堅く 門 を 閉め、 昼間 だって ちゃんと 許し を 受けない と 



ボ— トル レは、 ルバンの その 態度に たちまち 真面目 

になって 電報 を 開いた が、 顔 を 上げて 不思議 そうに、 

「何の ことだろう？ 僕に は 分らない …… 」 

「電報 を 打った 所の 名 をよ くごらん、 そら シェ ルブ— 

ルと あるだろう。 これで もす ぐ 分る ことじ やない かご 

「え！、 なるほど、 分る …… シェル ブ— ルだ、 それ か 

ら？， - 

「二 モッ ニッキ ソッ テイク、 メイ レイ マッツ ゴゥ ヨロ 

シ、 もう 分ったろう。 馬鹿 だな あ、 二 モッと は 君のお 

父さんの こと だ、 まさか ボ— トル レ氏 父と も 書け ない 

じ やない か。 二十 人の 護衛 者が ついていても、 俺の 部 



とのない ほどの 資本が ある。 それ は 誰も 知らない こと 

ェ ィギ ユイ ュ. クリ ュ —ズ 

なの だ。 たとえば あの 紙 切の 空の 針の 秘密、 君が 一 生 

懸命に 探ろうと している あの 秘密の 中には、 大きな 大 

きな 宝が あるか もしれ ない。 また 人の 眼に 見えない 驚 

くような 隠れ家が あるか もしれ ない。 俺の 力と いう も 

の は、 そんな 大 秘密の 中から 引き出して くるの だ。 ね、 

だから 君 はどう か 俺と 争う こと を 止めて くれ、 …… そ 

うでない と 俺 は 心に もな く 君 を 苦しめなければ ならな 

い。 ね、 どうか 止めて くれ ご 

悲劇の 真相 



ボ— ト ルレ はいった。 

きょぞく 

こうして 少年 は 巨賊 ルバ ンに 負かされて しま つ た。 

ボ— ト ルレ はっと 立ち上って、 帽子 を 握り ルバンに お 

じぎ をして 室 を 出て い つた。 

翌朝の 新聞に いよいよ 怪事件の 真相 は 堂々 と 発表 さ 

れた。 少年 は ルバンの 言葉 通リ、 ルバン は 死んだ もの 

として 発表した のであろう か？、 否、 新聞に は 次の よ 

うな 意外な 〔# 「意外な」 は 底本で は 「以外な 匕 新 事実が 

発表され た。 順々 に 書いて みょう。 

一番 初めに、 ルバン は 銃で 撃 たれて 倒れた 時、 ルバ 

ンは 自分が 僧院の 中で 仕事 をして いる 頃 見つけて おい 



たのが これで 分る。 ルバンの 傷が 重い から 手術 をし な 

ければ ならない と、 仲間の 者に 知らせて やった のもレ 

ィ モンド 嬢であった。 例の 皮 帽子 をと リ 替えて やった 

の も レイモンド 嬢で ある。 ボ —， ^ルレ を わざと 怪しく 

思わせる ために、 その 前の 日に ボ— トル レを小 門の 前 

で 見た といった の も、 やはり レイモンド 嬢の 考えた 偽 

であった。 しかし この 偽の ために、 ボ— トル レは レイ 

モンド 嬢 を 怪しい と 思い 初める ようになった のだった。 

こうして 四十 日も掛 つて、 レイモンド 嬢 は ルバン を 

全快 させた。 ルバンが 死んだら、 レイモンド 嬢に 仇 討 

を するとい う 脅迫の 紙 切 は、 やはり レイモンド 嬢が 考 



えて 書かせた ものであった。 

ジェ ー ブル 伯 邸で 起った 事件の 不思議な 一 つ、 傷つ 

いた ルバンが どうしても 発見され なかった わけが これ 

で 分った。 ルバン はや はり 僧院の 中に あって、 レイモ 

ンド 嬢の 親切な 看病 を 受けて 全快した ので ある。 

それで は 何故に レイモンド 嬢 を 誘拐した のであろう 

か？ 四十 日の 間 レイモンド 嬢の 優しい 看病 を 受けた 

ルバン は、 レイモンド 嬢と 結婚した いという 望み を 持 

つよう になった。 しかし レイモンド 嬢 は、 ルバンの 傷 

が 治って いく ごとに、 土窖の 中へ 訪ねて くるの が 少な 

くな つた。 ルバンの 傷が すっかり 〔# 「すっかり」 は 底 



しかした だ 一 つ 分らない ことがある。 あの 不思議な 

暗号の 紙 切、 エイ ギュイ ュ- クリュ ー ズ (空の 針) の 

秘密が 隠されて いる あの 紙 切 を、 烈しい 勢で ボ— トル 

レの 手から 奪って いったの は 何故であろう か？ ボ— 

ト ルレの 頭の 中には もうあの 暗号 はすつ かり 覚え込ま 

れ ている。 それとも あの 紙 切に 記して ある 暗号よりも 

あの 紙 切が 大切な のであろう か。 

紙 切の こと はしば らく そのまま にして おいて、 

ジェ— ブル 伯 邸に 起った 事件の 真相 はついに 発表 せら 

れた。 ルバ ンに 脅迫され ながら もボ— ト ルレ はとうと 

う 黙って いる ことが 出来なかった。 発表され た 真相 は 



時にはもう その 姿が 見え なくなつ ていた。 寝床 も 室の 

中 も きちんとな つた ままであった。 

「机の 上に はいつ も 読んで いらし つた 本が おいて あつ 

て、 本の 中には あなたの 写真が はさんで ありました ご 

とフ 口べ ル ヴァルが いった。 

「どれお 見せ 下さい ご 

フロ ベル ヴァルから 渡された 写真 を 一 目 見た ボ — ， r 

ルレ は、 はっと 驚きの 色 を 浮べた。 それ はなる ほど 自 

分の 写真に は 違いない。 ジェ ー ブル 伯 邸の 僧院の 側に 

立って いる 自分の 写真で ある。 しかし 少年 は 僧院の 前 

などで 写真 を 写した 覚え はない。 



きで ボ— ト ルレの 顔 を 見て いたが、 帽子 を 握って、 

「シャルロット、 お前 も 一緒に 港まで 行く かい？」 

「いや ご ボ —， ^ルレ は それ を さえぎって、 「僕 はお 嬢 

さんに 種々 話し相手に なっても らいたい ことが ありま 

す 力ら 」 

少女の 罪 

フロ ベル ヴァル は 出て いった。 ボ— ト ルレと 少女と 

は 室の 中に 二人き りに なった。 少年と 少女 は 眼 を 見合 

わした。 ボ— トル レは 優しく 少女の 手 をと つた。 少女 



「さあさあ すぎたこと は 仕方が ありません。 僕 は 決し 

て 怒り はしません。 その代り 男た ちが どんな こと を 話 

していた か、 知っている だけ 話して 下さい、 僕のお 父 

様 を 何で 連れてい つ て？」 

「自動車よ …… 」 

「何 かい つ ていました か？」 

「何だか、 町の 名 をい つていた のよ ご 

「どんな 名前？」 

「シャ ー ト …… 何とかい つ てよ ご 

「シャ 1„ ^ブリア ン？， - 

「いいえ …… 」 



「シャ —ト— ル— ？」 

「そそ、 そうよ、 シャ— ト— ル ー よご 

ボ —， ^ルレ は それ を 聞く と、 フロ ベル ヴァルの 帰リ 

も 待たず、 驚いて 眺めて いる 少女に も 構わずに、 その 

コ ー ヒ ー 店 を 飛び出して、 停車場へ 駆けつけ、 ちょう 

ど 発車し 掛けて いた 汽車に 飛び乗った。 

ボ— トル レは 一度 パリで 降りて、 友達の 家へ 入り、 

そこで 上手に 変装した。 見たところ 三十 歳く らいの 英 

とリ うちぼう し 

国人、 服 は 褐色の 弁慶縞、 半ズボン を はき、 鳥 打 帽子 

を かぶり、 顔 を 上手に 染め、 赤い 髯を 鼻の 下につ けて 

いた。 



り、 お 神さん たちと しゃべって みたり した。 少年 は 一 

日 も 早く 父 を 探し出さなければ ならない。 父 だけで は 

ない、 ルバンの ために 誘拐され たみん なの 人、 レイモ 

ンド嬢 もい るし、 ガニマ ー ルも いる。 また エル ロッ 

ク • ショル ムス もい るか もしれ ない。 

しかし 少年 は 二週間ば かり 一 生 懸命に 探し 廻った が、 

その後 何も 分らない。 少年 はもう 駄目な のか しらと 

思って 心配し 出した。 父 はもつ と 遠い 所へ 行って し 

まった のではないだろう か、 少年 はもう 帰ろう かとさ 

え 〔# 「かとさえ」 は 底本で は 「とかさえ 匕 思った。 

すると ある 朝、 パリから、 切手の 張って ない 手紙が 



廻され てきた。 その 封筒の 字 を 見て、 あっと 驚きの 声 

を 上げた。 もしゃ 敵の 策略で は あるまい か、 開いて み 

てが つ かりす るので は あるまい か？ 

思い切って、 さっと 封 を 開いて みると、 嬉し や 間違 

いもな くそれ は 父の 書いた ものであった。 その 手紙に 

は、 

「この 手紙が お前の 手に入る かどう か 分らない と は 思 

うが、 とにかく 書きます。 私 は 誘拐 せられた その 日の 

夜中に 自動車で 連れられて きました。 しかし 目隠し を 

されて いるので どこ やら さっぱり 分らない。 私の 今い 

るの は 〔# 「いるの は」 は 底本で は 「いのる は 匕 あるお 城 



ります がね、 この 前の 土曜日でした。 村 はずれで その 

シ ャレル 爺さんに 逢つ たんです よ。 すると、 シ ャレル 

爺さんが 私 を 呼び止め てね、 村長さん、 切手の 張って 

ない 手紙で も 宛名のと ころへ 届きます か つ て 聞 くんで 

しょう、 そり や 不足 税を とられる が、 届く こと は 届く 

よってい つ て 聞かせ たんです がね ご 

ボ— トル レは 大喜びで 早速 そ のシャ レル 爺さんの 家 

へ、 村長に 連れていって もらった。 

その 家 は 高い 樹に 囲まれた 寂しい 中に ぼつん と 一 軒 

か. 'や 

だけ ある 茅屋であった。 番犬 を繫 いで ある 犬小屋が 

あつたが、 二人が 近づいても 犬 は 吠え もしなければ、 



身動き もしない、 ボ— ト ルレが 走り 寄って みると、 犬 

は 四肢 を 突 張って 死んで いた。 

二人 は 急いで 家の 中へ 入った。 すつ ぼり と 服 を 着込 

んだ 老人が 横たわつ ている。 

「シャ レル爺 や— …… やっぱり 死んで いる！」 と 村長 

は 叫んだ 〔# 「叫んだ」 は 底本で は 「叫 だん 匕。 

しかし シ ャレル 爺さん はま だいくら か 息が 通って い 

た。 二人 は 医者 を 呼んで きて 一生懸命に 看病した。 何 

か 強い 眠り薬 を 飲まされて いるので あった。 その 日の 

真夜中 頃から や つ と 少しずつ 息が 強くな つ て、 翌朝 は 

いよいよ 起きて 平常の ように 飲んだり 食ったり 動き 



廻った。 しかし 身体 は 動いても、 頭の 中 はま だ 眠り か 

ら 覚めない と 見えて、 少年が 何 を 尋ねても 返事 をし な 

かった。 

その 翌日、 爺さん はふと ボ —， ^ルレ を 見て こんな こ 

と をい い 出した。 

「あなた は 全体 何 をして ござる のかね、 え、 もし？」 

爺さん は 初めて、 自分の 傍に 知らない 少年が いるの 

に 気づいて 驚いた のであった。 

秘密の 古城 



を 知り、 早速 そのたった 一 つの 証人で ある この 爺さん 

の 口 を 閉じさせて 〔# 「させて」 は 底本で は 「さてせ 匕 し 

まった これ は、 あの ルバンでなくて は 出来ない 離れ 業 

である。 

しかし ボ— ト ルレ 少年 は 堅く 決心して、 毎日 シャレ 

ル 爺さん を 訪れた。 しかし また ルバン 一味の 者に 見つ 

けられて は 何にも ならない ので 用心に 用心 をした。 

ある 日ボ— トル レは 途中で シ ャレル 爺さんに 逢った。 

少年 は 爺さんの 跡 をつ けた。 すると 少年 は まもなく、 

爺さん を つけて いるの は 自分 だけで ない の に 気づ いた。 

一人の 怪しい 男が 少年と 爺さんとの 間に 現われて、 爺 



だ！ ルバンが その 誘拐した 人 を 閉じ込め ている 牢屋 は 

とうとう 見つけ 出された。 

少年 は 自分の 身体 を 見られな いように 用心しながら 

その 城 を 見て いた。 そして その 日 は それで 止めた。 よ 

く 落ちついて 考えてから 仕事に 掛ら なければ ならない- 

少年 は 戻り 掛けた。 途中で 二人の 田舎娘に 逢った の 

で 早速 尋ねて みた。 

「あの、 森の 向う にある 古いお 城 は 何とい う 城です 

か？」 

「あれ はね、 エイ ギュイ ュ 城って いうの よご 

少年 は その 答え を 聞いて はっと 驚いた。 



ボ ） ^ルレ はすぐ に 決心した。 今度 は 一 人で やろう、 

警察に 知らせる とかえ つ て 騒がしくなる ばかりで、 ル 

パ ンに すぐ 感づかれる 恐れが ある。 

ボ— トル レは 役場 へ 行って エイ ギュイ ュ 城の 持ち主 

を 調べた。 持ち主 は バル メラ 男爵と いう 人で、 今 は そ 

の 男爵 は エイ ギュイ ュ 城に は 住んで いない、 という こ 

とが 分った。 

少年 はすぐ その 足で パリへ バル メラ 男爵 を 訪ねた。 

そしてす つかり 自分の 考え やら、 父が 閉じ込められて 

いるら しい ことな ど を 話した。 バル メラ 男爵の 話に よ 

ると、 その 城 は バル メラ 男爵が また アン フ レジ ー とい 



一 人で その 壁 を 乗り越えて、 少年 は 父 を 救い出す 決心 

なので ある。 バル メラ 男爵 はいった。 

「あなた はそう 何でもない ようにい いますが、 あの 壁 

はそう たやすく 乗り越せる もので はなく、 よしや 壁 を 

越えた としても、 城の 中へ はどうして 〔# 「どうして」 

は 底本で は 「どうへ して 匕 入ります？ それに 城の 中 だつ 

て 八十 も 室が あって、 とても 分る ものではありません 

よご 

「じ や、 どうぞ 僕と 一 緒に 来て 下さい ご とボ— ト ルレ 

はいった。 

初めは 断って いた バル メラ 男爵 も、 とうとう ボ— ト 



二人 は 種々 と 考え をめ ぐらし、 支度 を 整えた。 バル 

メラ 男爵 は 馬方に、 ボ— トル レは 椅子 直しに 変装した。 

二人の 他に ボ— ト ルレの 学校の 友達が 二人、 その 二人 

も 同じように 椅子 直しに 身 を 変えた。 そして 四 人 はい 

よいよ 城の ある ク ロザンへ 入り込んだ。 

みんな は 三日間 その 村に いて 古城の まわり を 密かに 

調べながら、 月の ない 暗い 夜 を 待った。 

ま つ \ /ろ 

四日 目の 夜、 空 は 真黒な 雲に 覆われた。 バル メラ 男 

爵 はいよ いよ 今夜 忍び込む ことに 決めた。 

四 人 は 忍びながら 林の 中 を 通りす ぎて 例の 叢の 



小 門に 近づいた。 ボ— トル レは鍵 を 挿し 込んで 静か 

に 廻した。 戸 は 幸に 音 もな く 開いた。 二人の 友達 を 外 

に 見張り させて、 ボ— ト ルレと バル メラ 男爵 は 庭の 中 

へ 入り込んだ。 その 時空の 雲が 途切れて 月の 光が 芝生 

の 上に 流れた。 二人 は その 蒼い 月の 光で 古城 を あおぎ 

見る ことが 出来た。 それ はたく さんの 針の ように 尖つ 

た 屋根が、 真中に 聳え 立って いる 櫓 を 囲んで 厳めしく 

見えた。 エイ ギュイ ュ (針) という この 城の 名 は、 きつ 

とこうした 形から ついた ものであろう。 窓と いう 窓 は 

灯影 もな く、 し ー んと 静まり かえって いる 〔# 「かえつ 

ている」 は 底本 「かえて いる 匕。 



ボ —， ^ルレ は バル メラ 男爵に 鎚 ろうとして ふと 見る 

くらが リ 

と、 驚いた ことに は バル メラ 男爵 は、 闇黒 を 忍び 忍び 

先へ 進んで いる。 しかも 番人の 男の すぐ 近くまで 進ん 

でい つてい る。 

ふいに バル メラ 男爵の 姿が 消えた と 思う と、 突然 一 

個の 黒い 影が 夜番の 男の 上に おどり 掛 つた。 ランプが 

消えた。 格闘の 音が する。 二つの 黒い 影が 床の 上に 転 

がった。 ボ— ト ルレが はっと 跳ね 上って 近よ ろうとす 

うめ 

ると、 一声の 唸き 声が 起った。 一人の 男が 立ち上って 

少年の 腕 を 握った。 

「早く …… 行こう ご 



それ は バル メラ 男爵であった。 

開かれた 城の 門 

二人 は 二つの 階 子 をの ぼった。 「〔# 「「」 は 底本で は 

欠落〕 右へ …… 左側の 四 番目の 部屋。」 と バル メラ 男爵 

が 囁く。 

二人 はすぐ に その 部屋 を 見つけた。 少年の 望み は 今 

遂げられた。 父 はこの 扉 一枚の 中に 閉じ込められ てい 

るの だ。 ボ ） ^ルレ はしば らく 掛 つて その 鍵 を 破り、 

室屋の 中へ 入った。 少年 は 手探りで 父の 寝台へ 進んだ。 



かった 〔# 「いなかった」 は 底本で は 「いかな つた」 r 

ボ— トル レは 早速 警察 へ 古城の こと を 報告した。 警 

察から はたく さんの 警官が 古城へ 向った。 ボ— ト ルレ 

と バル メラ 男爵 は その 案内 役に なった。 

遅かった！ 正門 は 真一文字に 開かれて、 城の 中に 

残って いるもの はいくつ かの 台所道具ぐ らいであった。 

ああ、 ボ— ト ルレ 少年 はとうとう 勝った。 レイモン 

ド嬢は 救い出され、 ボ— ト ルレの 父 もまた 救い出され 

た。 しかも エイ ギュイ ュ (針) の 秘密 は 明らかになつ 

た。 

一 少年 はとうとう ルバンに 勝った。 巨人 ルバン も 



た ま 

弾丸 は バル メラ 男爵の 帽子に 穴 を あけた だけで あ つ た 

〔# 「であった」 は 底本で は 「あで つた 匕。 そしてと うとう 

バル メラ 男爵と レイモンド 嬢 は 無事に 結婚式 を 挙げた。 

ルバンが 結婚した いと 望んで いた レイモンド 嬢 は、 バ 

ル メラ 男爵夫人 となった。 

もはや、 何から 何まで ルバンの 負けと なった。 それ 

だけに また 一 方ボ— ト ルレ 少年の 勝利 は 大変な もので 

ある。 

ある 日ボ— ト ルレ 少年の 勝利の 祝が 開かれた。 我 も 

我 もと その 祝の 会に 集まった もの は 三百 人 以上で あつ 

た。 十七 歳の 少年 は 今日は 凱旋将軍であった。 ボ ー ト 



よろこび 

ルレの 得意と 喜 は どんなであった ろう。 

しかし 少 英雄 ボ ー トル レは、 やはり 平常の 無邪気な 

ボ —， ^ルレであった。 少年 は 決して 自分の 勝利 を 自慢 

する ような 風 をし なかった。 しかし 人々 の 少年 を 褒め 

る 言葉 は 大変な もので あつ た。 ジ ェ ー ブル 伯爵 や、 

ボ— ト ルレのお 父さん や、 また バル メラ 男爵な ども、 

少年の この 祝の 会に 来て いて 共に 喜んでいた。 

ところが、 突然に この 少年の 勝利が 破ら れて しまう 

ような ことが 起った。 会場の 片隅が にわかに 騒がしく 

なって、 一枚の 新聞 を 振り 廻して いる。 新聞 は 人々 の 

手から 手に 渡って、 それ を 読む 人 は、 みな 驚きの 声 を 



上げて いる。 

「読みた まえ！ 読みた まえ！」 と 向う側で 叫ぶ。 

ボ— ト ルレ 少年の 父が その 新聞 を 受けと つて 少年に 

渡した。 

少年 は、 人々 を こんなに 驚かせる こと は 何であろう 

と 思い、 新聞 を 声高く 読み 始めた。 しかし その 声 はだ 

ん だんと 読んで いくうち に 怪しく 〔# 「怪しく」 は 底本 

では 「怪 くし 匕 乱れて 慄 えてき た。 その はずであった。 

少年が 苦心した 結果、 エイ ギュイ ュ 城が 発見され て、 

かみきれ 

紙片の 謎 は 解けた と 思って いたのに、 エイ ギュイ ュの 

秘密 は、 少年の 考と はまる つきり 違い、 少年の 勝利 は 



間違った ものと なった ので ある。 巨人 ルバン はや はリ 

少年に 負けた のではなかった。 ルバン は どこかで 少年 

を 嘲笑つ ている ことであろう。 

その 新聞の 記事 は、 マツ シ バンと い う 文学博士が 書 

いた ものである。 博士 は 歴史の 書物 を 読んで いるう ち 

に、 思い掛けなく 「エイ ギュイ ュ • クリュ ー ズ」 の秘 

密は 大昔に 起った ものである こと を 発見した ので あつ 

た。 

それ は 仏蘭西 国王 ルイ 十四 世の 時であった。 (今 か 

ら 二百 四十 年ば かり 前) ある 日 名 も 知らぬ 立派な 青年 

が 宮殿へ 来て、 重だった 大臣た ちに 一 冊ず つ 小さな 本 



を 渡し 始めた。 その 本の 題 は 「エイ ギュイ ュ -ク リュ— 

ズの 秘密」 としてあった。 ようやく 四 冊 だけ 配り 終つ 

た 時、 一人の 大尉が 来て その 青年 を 国王の 前に 連れて 

いき、 すぐさま、 先 ほど 配られた 四 冊の 本 はとり あげ 

られ、 残りの 百 冊ば かりの 本 も 全部と りお さえられた。 

そして 厳重に その 数 を 調べて、 国王 だけが その 一 冊 を 

残して おおきに なり、 他 は みんな 国王の 眼の 前で 火の 

中に くべ られ てし まった。 そして 本 を 配った 青年 は、 

鉄の 面 を 被せられて、 一生 寂しい 島の 牢屋に 閉じ込め 

られ た。 

その 青年 を 国王の 目の前に 連れてき た 大尉 は、 その 



その後 百年ば かりす ぎて、 大 革命の 時 獄屋に 閉じ込 

めら れた仏 王 ルイ 十六 世 は、 ある 日 密かに その 番人の 

士官に 頼まれた。 

「士官よ、 …… 私が もし 亡くなったならば、 どうぞ こ 
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の 紙片 を 我が 女王に 渡して くれよ。 エイ ギュイ ュの秘 

密 であると いえば、 女王 はすぐ に 分る であろう ご 

かみきれ 

そして 一 冊の 本の 暗号 を 写した 一 枚の 紙片 を 四つ 折 

リ にして 封 をし、 それ を その 士官に 渡された。 そして 

その 一 冊の 本 は 焼き捨てて しまわれた。 

その 士官 は、 ルイ 十六 世が 断頭台に のぼせられ てお 

かみきれ 

亡くなり になった 後、 その 紙片 を 女王 マリ—. アン ト 



エイ ギュイ ュ という 城 をつ くって、 エイ ギュイ ュ-ク 

リュ— ズ 〔# 「ク リュ ー ズ」 は 底本で は 「クリ ー ュズ匕 の 

秘密 はこの 城で あるかの ように 見せかけようと 思われ 

たのであった。 王の この 策略 は 見事に 当った。 

そして 二百 年 以上 経った 今、 ボ— ト ルレ 少年 は その 

策略に 掛 つたので ある。 

なおまた 博士 はいって いる。 きっと この エイ ギュイ 

ュの 秘密 を かの ルバン は 知っている のであろう。 そし 

てまた ボ— ト ルレ 少年の 考え を 欺く ために、 エイ ギュ 

ィュ城 を 借りて いた ものであろう。 仏蘭西 国家の 一 大 

秘密 を 知ってい るの は、 きっと ルバンた だ 一人で ある 



の 時に 出来て、 それ は まもなく 焼き捨てられた。 ただ 

二 冊 だけ 残って いる。 一冊 は 例の 大尉が 盗み出した。 

また 一 冊 は ルイ 十四 世の 御手に 残り、 ルイ 十五 世に 伝 

わり、 十六 世の 時に 獄屋の 中で 焼き捨てられた。 しか 

かみきれ 

しその 写しの 紙片が 女王に 渡された。 女王 は それ を聖 

書の 中に 挟まれた。 

少年 は その 聖書の 行方 を 尋ねた。 聖書 は 博物館の 中 

しま 

に 蔵 われて あった。 

ボ— トル レは その 博物館へ 行き、 見せて くれる よう 

に 頼んだ。 博物館 長 はすぐ に 許して くれた。 聖書 は 

かみきれ 

あった。 中に 紙片 もあった。 それに は问か 書いて ある _ 



かみきれ 

少年 は慄 える 手で その 紙片 をと り 出して 読み 始めた。 

「これ を 我が 王子に 伝う。 マリ—. アン トヮ 

ネット ご 

読み終らぬ うちに、 あっと 一 声 少年 は 驚きの 声 を 上 

おんな 

げた。 女王の 御名の 下に さらに …… 黒 インキで、 アル 

セ ー ヌ • ルバンと 書いて ある。 

かみきれ 

ァ ルセ ー ヌ • ルバン はも はやこの 紙片 を 奪い 去って 

いた。 少年 は 決心した。 エイ ギュイ ュの 秘密が 仏蘭西 

の 国に ある 以上、 どうしても 探し出さなければ ならな 

い。 大尉の 手に よって 火の 中から 拾い出され たもう 一 

冊の 本 も 探し出そう！ 



、5, しあ.^ せ 

令嬢 を 呼んだ。 令嬢 は 不幸な 人で 夫が 亡くなつ たの 

で 一人の 子供 を 連れて、 父親で ある 男爵の 邸へ 来て い 

るので ある。 

夫人 は昨晚 その 本 を 読んだ のであった。 が、 その 時 

は 裂かれて いると ころな どはなかった という ことで あ 

る。 それで は 裂かれた の は 今日で ある。 邸の 中 は大騒 

ぎと なった。 しかし その 二 頁 の 行方 は 分らな い。 

ボ ー トル レは あきらめた。 少年 は 夫人に 尋ねた。 

「あなた は、 この 本 をお 読みに なった のなら、 裂かれ 

た 二 頁 もお 存じで いらっしゃいましょう ご 

「ええ。」 



一人の 下男が 恐る恐る それ を 返す と、 ルバン は それ 

を 破って しまった。 そして 帽子 を 手に とって 夫人に 向 

い、 叮嚀に 頭 を 下げた。 

ゆる 

「どうぞお 免し 下さい。 坊ちゃん は 一 時間 も すれば 

きっと 醒めます。 どうぞ あの 本の こと だけ はいわない 

で 下さい ご 

そして 男爵に もお じぎ をして ステッキ をと り 上げ、 

巻 煙草に 火 を 点け 〔# 「点け」 は 底本で は 「黙け 匕、 ボ— 

ト ルレに、 「〔# 「「」 は 底本で は 欠落〕 さよなら、 坊 ちゃ 

んご と 嘲った ようにい つて 悠々 と 出て いった。 

ボ— ト ルレ はじつ と 身動きしなかった。 しかし 少年 



はもう 夫人が 決して 話して くれは しないと いう ことが 

分った ので、 すご す， 、- J と 男爵 の 邸 を 出て 考えな が ら歩 

いていった。 

「おい、 君 どうしたい？」 

みちばた 

と、 いいながら、 路傍の 林の 中から 出て きたの は、 さつ 

きの マツ シ バン 博士、 否ァ ルセ— ヌ • ルバンであった。 

「君の 来る の を 待って いた。 どうだい、 うまいだろう。 

ほんもの 

しかし 真物の マツ シバ ン 博士 はちゃん と あるんだ よ。 

何なら お 目に 掛けても いいよ。 どうだい、 一緒に 俺の 

自動車で 帰らない かい？」 

と、 いいながら 指を垤 えて ぴゅ— と 一声 口笛 を 吹いた。 



「君、 もう 好い加減に 手 を 引いたら どうだい、 そういつ 

たと ころで 君 は 止め はしないだろう。 しかし 君が あの 

エイ ギュイ ュの 秘密 を 探し出す までに は、 まだまだ 幾 

年掛 るか 分らない、 俺 だって 十日 掛 つたよ。 この アル 

セ ーヌ.ル パン だって さ。 君なら 十 年 はきつ と掛 るね。 

俺と 君と は それだけ 違いが あるの さ ご 

五 奇巌 城 

三角形 をな す 都会 

「俺 だ つ て 十日 は掛 つたよ ご 



自動車の 中で ルバンの いった この 言葉 を、 ボ— トル 

レは 聞き 洩 さなかった。 ルバンが 十日 掛っ たのなら、 

ボ— ト ルレに もき つと 十日で 出来ない こと はない。 い 

わ ナ 

かに ルバン だって 自分と そんなに 違う 理由がない。 も 

かみきれ 

ともと この 事件の 起り は、 あの 紙片 を ルバンが 落した 

からで はない か、 ルバン だって そんな 大きな 過ち をし 

ている の だもの。 ボ— トル レはヴ エリン ヌ 男爵 邸で 読 

んだ だけの 本と、 覚えて いる 暗号と を 頼りに 一 生 懸命 

こも 

考え 始めた。 毎日 部屋に 閉じ籠って、 それより 他の こ 

と は 考えなかった。 きっと 十日で 考えて みせよう。 

しかし 十日 もす ぎ、 十一 日 十二 日 もす ぎて しまつた- 



岬の 方へ 進んだ。 余り 景色が 美しい ので、 ルバンの こ 

とも、 エイ ギュイ ュ • クリュ ー ズの 秘密 も、 シ ョルム 

ス のこと もみん な 忘れて、 ただ 眼の 前に 開けて いく 美 

びょうび よう 

しい 景色、 真 蒼な 大空、 緑色の 渺 々 たる 大海、 暖か 

い 日の 光 を 浴びて 輝いて いる 絵の ような 景色に 見 とれ 

て 歩いて いた。 

まもなく 行 手に 一 個の 城の ような 建物 を 見た。 それ 

おお \. わ 

は 大巌の 岬の 上に 建てて ある。 少年 は その 大巌の 上に 

やっと のぼりつ いた。 その 城の 門に はフ レオ ッセと 書 

いてあった。 別に 城の 中に 入って みょうと もせず、 小 

ほらあな くたびれ 

さな 洞穴 を 見つけて そこに 休んだ。 少年 は 疲労が 出て 



ほらあな 

うとうとと 眠った。 しばらくして 洞穴 を 吹いて くる 風 

に 眼 を 覚ました。 少年 はま だすつ かリ 頭が はっきりし 

ない らしく、 坐った まま ぼんやりし ていたが やがて 起 

き 上ろうと した。 その 時 少年 ははつ として じっと 前の 

方の 一 つと ころ を 見つめ 初めた。 

身体 中が 慄 えて、 大粒な 汗が にじみ 出て くる。 少年 

は 夢で はない かと 思った。 そして 急に 膝 をつ いた。 そ 

の 床の 巌の 上に、 一尺ば かりの 大きさに 浮彫に なって 

もんじ 

いる 二つの 文字が 現われて いる。 それ こそ D と F! 

D と F! 例の 暗号の 紙 切に 現われて いる D と F! 忘 

れ もしない 第 四 行 目にある D と F ではない か。 



太陽が ちょうど 海に 沈もうと している。 ボ ） ^ルレ 

は 喜びの ために 死にそう な 気がした。 —— 見よ 見よ 

「エイ ギュイ ュ」 の 頂きの 方から 一 筋の 煙が 洩れて いる。 

人が 住んで いるの だ。 その 白糸の ような 一筋の 煙 は 渦 

を 巻きながら、 夕 照の 空に 静かに 上って いく。 

神秘の 扉 

フランス ほう も つ 

この 奇巌 城 こそ、 仏蘭西 国家の すべての 宝物の 蔵で 

あり、 また 唯一 つの 隠れ場所 である。 

ほう も つ 

ルバン はこの 宝物と 隠れ場所 を 知ってい たから こそ、 



いかなる 仕業 もやり 遂げた ので ある。 この エイ ギュイ 

ュの巌 の 中 は 空に なって いるに 違いない (空の 針) で 

ある。 紙 切の 謎 は 解かれた。 

一行 目 は エト ルタの 下手 

ド モア ゼル むろ 

二 行 目 は 令嬢 室 

三 行 目 は フ レオ ッセの 砦の 下 

五行 目 は ェ ィギ ユイ ュ • クリュ —ズ 

しかし 四 行 目 は 他の 行と 違って いる。 この 行が きつ 

は、， 

と 入り口 を 教えて ある ものに 違いない。 

F 

D S9F + 441357ー？ 



ほらあな 

四 行 目 はこうな つてい る。 少年 は 洞穴へ 出掛けて 

種々 と 方法 を やつ てみ た。 

ほらあな 

少年 は 考え つ いて 洞穴の D と F の 字に 両足 を また 

がって みた。 暗号文 字の D と F の 上に 線が 引いて ある 

の はこれ に違いない。 少年 は それから 十九と いう 長さ 

ド モア ゼル むろ 

だけの 紐 をつ くって、 それ を 令嬢 室の 壁に 張りな が 

ら 歩いて いった。 すると 紐の 終りの 所の 壁に、 あった 

あった 浮彫に した 十字が あった。 の 暗号の 文字 は 

これで 分った。 

少年 は慄 える 手で その 十字 を 握り、 ハンドル を 廻す 

ように 廻して みた。 煉瓦が 少し 持ち 上った。 占め！、 



少年 は 〔# 「少年 は」 は 底本で は 「年少 は 匕 恐ろしく 

よくちょう 

なった ので その 夜 は 宿へ 帰った。 翌朝 ガニマ ー ル探 

偵が やって きた。 少年 は 大喜びで 探偵 を 迎えた。 ガニ 

マ— ルは 少年の これまでの 働き を 褒めた。 

二人 は ルバン を 捕える こと を 相談した。 ガニ マ— ル 

は 奇巌 城の 中へ 突撃して、 もし ルバンが その 中に いな 

かったら、 いっか 来た 時 を 見張って いて 捕まえようと 

いった。 

「もしいたら、 海から ボ— トに 乗って 逃げる でしよ 

うご とボ— ト ルレ はいった。 

「こっち だって 十二 三瞍の 漁船 を 雇って、 それに 一人 



少年 は 暗号の 紙 切 を 出した。 それに は 左の 端に 点の あ 

る 三角形が 書いて ある。 扉 を 調べる と、 三角形の 鉄の 

小 板が 四隅に ある。 そして その 板に は 大きな 釘が 打ち 

つけて ある。 左の 端の 小 板の 釘 を 動かして みたが、 そ 

れは 違う のか、 扉 は 開かない。 少年 は 数字の M という 

のに 気づいた。 自分た ちが 今 立って いるの は 四十 五段 

目で ある。 少年 は 探偵に 注意して 一 段 後戻り させて、 

また 前の ように 三角形の 小 板の 釘 を 動かした。 

ほらあな 

果して 重い 鉄の 扉 はぎ— と 開いた。 洞穴の 中に 一筋 

あか さけめ 

の 明りが 差し込んで いる。 それ は 巌の裂 目で、 そこへ 

近づいて みると、 傍につつ 立って いる 奇巌 城が 見え 



開けた。 この 室 は 他の 室と は 違って いる。 壁に は 肘掛 

きれ とこ 

の 布が あり、 床に は 絨氈が 敷いて ある。 立派な 食器 を 

入れた 二つの 大きな 戸棚が おかれ、 外へ 突き出た 巌の 

裂 目に は 硝子 を 〔# 「硝子 を」 は 底本で は 「消 子 を 匕 嵌め 

て、 小さい 窓が 出来て いる。 

室の 真中に、 美しい 食卓が あって、 レ— スの 卓子 掛 

が 掛けて あり、 その上に は、 果物 皿 や、 菓子 皿 や、 お 

酒の 壜ゃ、 眼 も 覚める ような 美しい 盛 花な どが おいて 

ある。 そして そこに は 三人 分の 皿が おいて ある。 少年 

が 近づいて みると、 その 坐る 場所に 名前 を 書いた 札が 

おいて ある。 



初めの を 読む と、 「アル セ ー ヌ. ルバン ご 

それと 向き合って、 「ァ ルセ— ヌ. ルバン 夫人 ご 

三人 目の を 見る と 少年 は あ！ と 驚いて 飛び 上った。 

驚いた の も 無理 はない。 その 名前 は、 

「イジ ド— ル • ボ— ト ルレ 君！」 

意外、 意外、 現われた その 

人 ま 

その 時、 さっと 力— テンが 開かれた。 

「や あ、 こんにちは ボ— トル レ君、 たいへん 遅い じ や 



山な す 宝 

下の 方の 音 は 次第に 大きくな つてく る。 ボ— ト ルレ 

は 心の中で、 「ガニ マ ー ル がとうと う 待ち 切れずに の 

ぼって きたな ご と 思った。 ルバン は 平気に 落ちつき 

払って、 下の 騒ぎな ど 聞えない か 〔# 「聞えない か」 は 

底本で は 「聞え なかい 匕 のように 語りつ づけた。 

「我輩が この 城 を 発見した 時 は、 そり や 荒れ果てて、 

とても ひどかった の だよ。 それ を 修繕す るのに はずい 

ぶん 骨が折れた よご 

叩く 音 は 次第に 激しくな つた。 ガニマ ー ルは 第一 の 

扉 を 打ち破り、 第二の 扉に 掛っ たらしい。 それがしば 



と、 いいながら ルバン は 身 を 屈めて 蓋 を 持ち上げた。 

穴の 中に 金庫が ある。 その 金庫 を ルバン は 鍵で 開けた。 

見る と 目 も くらむ かと 思う、 宝石、 青い 玉、 紅い 玉、 

緑色の 玉、 金色の 玉 …… 。 

「〔# 「「」 は 底本で は 欠落〕 見た まえ この 宝玉 を！ みん 

な 女王た ちの 持ち物であった もの だ。 しかし ボ— トル 

レ君、 我が ァ ルセ— ヌ. ルバン は 決して この 宝石に 手 

フランス ほうもつ 

をつ けなかった。 これ は 仏蘭西 王家の 宝物 だ。 これ は 

国宝 だ。 我輩 は 決して これ を 自分の 物に はしな かつ 

た ご 

階下で はガニ マ— ルが 急ぎに 急いでい る。 叩く 音が 



「ルバン は、 もはや 盗み をし ない、 正直な 人間と なつ 

て、 静かに 日 を暮す 考えな の だ ご 

ルバン はそう いって、 赤色の 白墨で 壁に 大きく 字 を 

書き 始めた。 

「ァ ルセ— ヌ. ルバン は、 エイ ギュイ ュ. クリュ ー ズ 

ほう も つ フランス 

の 中の 宝物 を、 全部 仏蘭西 国家に 贈る ご 

壮烈な 肉迫 戦 

「ああ、 これで 我輩 は 安心した ご 

この 時 扉の 板が 破れて、 に ゆ— つと 一本の 腕が 出て、 



モンド は それ を 見て、 気が狂い そうに 心配す る。 その 

腕をボ —„ ^ルレ はし つ かりと 押えて いる。 

しばらくし てまた ルバ ンが 繰り返した。 

「その 婦人 を 放せ！」 

「ならん！」 

もう 仕方がない、 ルバン は ポケットに 手 を 入れて ピ 

スト ルを 摑ん だ。 その 時 早く、 ショル ムス もまた ピス 

トル を ルバンの 眼の 前に 突きつ けた。 その 時 ふと ショ 

ル ムス は、 傍に 立って いる レイモンドの 姿 を 見て はつ 

とした。 

この 油断 を 見た ルバ ンは、 手 を あげたと 思う と、 撃つ 



る。 ボ— トル レも 驚いて 走り 寄る。 

この 時 ルバン は 相手から 手 を 放し、 その 傍に 突 伏し 

て、 息 も 絶え絶えに 声 を 呑んで 男泣きに 泣いた。 

ああ、 とうとう 悲劇 は 来た。 

巨人 ルバンが すべて を 捨てて、 平和に 日 を 送ろうと 

いう 望み は 破られて 〔# 「破られて」 は 底本で は 「破らて 

れ匕 しまった。 

まもなく ルバン は 起き 上り、 死んだ レイモンド を 

軽々 と 背に 負うた。 

「行こう！ ヴィク トヮ— ルご 

「行きましょう ご と 老婆が それに 従う。 



「さようなら、 ボ J ^ルレ 君！」 

ルバンと 乳母の 姿 は 海岸の 方へ 寂しく 消えて いった。 

(おわり) 



底本 ： 「小學 生 全集 第 四十 五卷 少年 探偵 譚」 興 文 社、 

文藝春秋 社 

1928 (昭和 3) 年匸月 お 日 発行 

※ 「旧字、 旧 仮名で 書かれた 作品 を、 現代 表記に あら 

ためる 際の 作業 指針」 に基づいて、 底本の 表記 を あら 

ためました。 

その 際、 以下の 置き換え をお こない ました。 

「彼奴 丄ぁ い つ 彼方 丄ぁ つ ち 貴方 • 貴女 丄 あなた 

或 ふ ある 或は i あるいは 如何 i いか 不可ない i 

いけない 一層 ふいつそう 一杯 i いっぱい 否 ふい 

や 愈 々ふいよ いよ 中 ふうち お出で • 御出で ふお 



いで 大方 ふお おかた お蔭 ふお かげ 反って i か 

えって か 知ら i かしら 微か ふかす か 可な リ ふか 

なり 兼ね— かね 彼の— かの かも 知れ— かもしれ 

位 ふくらい. ぐらい 呉れる ふくれる 此奴 丄 こいつ 

御 ざ る J ざ る 01..,^ J と 御らん ふごらん ムマ日 は 

—こんにちは 流石 丄 さすが 左様 ふさよう 更に 丄 

さらに 然し ふし かし 然も ふし かも 頻りに ふしき 

リに 暫く. 暫 らく ふしば らく 失敗った ふしまつた 

ずい 分 ふずい ぶん すぐ 様 i すぐさま 即ち ふすな わ 

ち 是非 丄 ぜひ 其奴 丄 そいつ 密と丄 そっと その 

内 ふそのう ち 大層 i たいそう 大抵 ふたいて い 大 



分 ふだいぶ 大変 ふたい へん 沢山 ふたくさん 只- 

唯丄 ただ 忽ち ふたち まち 多分 ふた ぶん 給え ふた 

まえ 段 々ふだん だん 丁度 ふちょう ど 一寸 丄 

ちょっと 遂に 丄 ついに (て) 上げ 丄 あげ (て) 

行— い (て) 頂 —いただ (て) 置— お (て) 来 

—き •<• こ (て) 参— まい (て) 見せ ふみせ 

(て) 見 ふみ (て) 貰丄 もら 何処 丄 どこ 尚 ふなお 

仲 々ふなかな か 何故 丄 なぜ 成る 可く ふなるべく 

成程— なるほど 許リ— ばかり 害 —はず 判然— 

はっきり 酷く 丄 ひどく 一先ず 丄 ひとまず 可き 丄 

べき 程 i ほど 将に i まさに 先ず ふまず 益々 i 



ますます 迄— まで 促丄 まま 間もなく 丄 まもなく 

見たい ふみたい 見る見る ふみる みる 勿論 ふ もちろ 

ん 尤も 丄 もっとも 最早 丄 もはや 様に ふように 

漸く ふよう やく 他所 丄 よそ 等 ふら 訳 ふわけ 僅 

力 ふわず 力」 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 

点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 

※底本 中、 混在して いる 「ボ— ド ルレ」 「ボ— ト ルレ」 

は 「ボ— ト ルレ」、 「イジ ド— ル」 「イジ ト ー ル」 は 「ィ 

ジド— ル」、 「バル メラ 男爵」 「バラ メラ 男爵」 「バ ラメ 

ル 男爵」 は 「バル メラ 男爵」、 「レイモンド」 「レイラ モ 



ンド」 は 「レイモンド」 に統 一 し、 r ビクト —ル」 r ヴィ 

クト— ル」、 「エル ロック」 「ヘル ロック」 は そのままに 

しました。 

※底本 は 総 ルビです が、 一 部 を 省きました。 

※原作 品で は、 暗号 紙片に 欠けが あり、 解読が その ま 

まで は 困難な ものに なって います。 この 底本 は それ を 

ほぼ 踏襲して おります が、 原作お よび 底本 を 尊重し、 

そのままに しました。 

入力" 京都大学 電子 テク スト 研究会 入力 班 (荒木 恵 一 ) 

校正 ： 京都大学 電子 テク スト 研究会 校正 班 (大久 保 ゆ 

う) 



2 oo 6 年 5 月 2 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



